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　技術士の目へ寄稿する機会を頂いた。私は地熱の

技術者として歩んできた。最近は若手の育成がタス

クであるが、何をどう教えたらよいのか悩むことも

多い。しかし、振り返ると私自身も多くの言葉を受

けて今日に至っている。そこで、私自身の歩みを振

り返り、心に残っている言葉を整理することで、若

手育成のヒントが得られると考えた。以下、私の心

に残った言葉をいくつか紹介する。

①『一人前の地質屋になるには10年かかる』

　今から25年前、私は大学の地学科を卒業し、今の

会社に入社した。当時は地熱開発が盛んで、深度20

00ｍを超える地熱井が各地で掘削されていた。私は

入社後、現場で坑井地質調査に従事した。しかし、

掘削では岩石試料が数㎜程度に砕かれた状態で採取

されるため、そんな状態の岩石試料を見たことがな

かった私は調査で時間を浪費した。また、地質の調

査結果を報告しても相手の理解が得られないことも

多々あり、落ち込むこともあった。その時の上司の

言葉である。

　私は岩石・鉱物の見え方を再勉強した。また、他

分野の技術者、掘削担当者及び発注者との議論では、

“地質情報の伝え方”に気を配るようにした。最初

はお互いのイメージが食い違って苦労したが、次第

に意思疎通できるようになった。今、振り返るとあ

の言葉で気持ちを楽にさせてきたと思う。

②『文章には“その人”が現れる』

　入社から９年後、私は諸事情で大学にて教員養成

向けの小論文作成を受講していた。大学生と同様、

期日までに小論文を書いて提出したが、最初の数行

でインパクトが弱いと指摘されて何回か書き直し

た。その際の八木先生の言葉である。推敲不足から

生じる自信のなさが文章に現れているのを指摘した

言葉だった。自分の文章を見つめ直した。作文力は

人生の武器と認識するきっかけになった。

③『あなたの総合解析、地質に偏っている。視野が

狭い！』

　私は復職後、探査結果を総合解析して有望ゾーン

を抽出し、地熱井掘削ターゲットを提案する業務を

担当した。総合解析で扱うデータは地質、地化学、

物理など広範囲に及ぶ。しかし、最初は専門の地質

のみ充実した内容の総合解析になっていた。その時

の上司の言葉である。専門以外のデータが生かされ

ていないのを指摘した苦言であった。

　ある時、同僚と雑談中、『地熱の３要素　熱源・

割れ目・流体』が会話に出てきた。ハッとした。３

要素は地熱に携わった者には馴染みの用語である。

要素にそって情報を整理し、総合解析を行い、調査

提案・受注に繋がれば良い。視野を広くする一筋の

光となった。

④『組織は、リーダーの力量以上には育たない』

　野村克也監督の有名な言葉である。私がグループ

長として部下を統括する立場になった頃、本からこ

の言葉が目に飛び込んできた。途端にリーダーの重

責をズシリと実感した。自分が組織の蓋になっては

いけない。まずは、自分から足を運んで相談に乗る

こと、判断を明確にすることを心掛けるようにした。

　①～④以外にも考えや行動の改善に繋がった言葉

がある。多くの人から言葉という支援を受けていた

ことを実感する。一方、「ことばで失敗しない人がい

たら、その人はからだ全体も制御できる立派な人で

す（聖書）」と怖い言葉もある。これからも技術士

として必要な時に適切な言葉をかけ、若手技術者の

育成、業界の盛り上げに貢献したいと思う。
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　大船渡市は、同市赤崎町中赤崎

地区の被災跡地に、スポーツ交流

ゾーンの整備を計画。４日に指名

競争により工事を入札した結果、

不落となり最低価格者の明和土木

と見積もりを実施。見積もり額は

２億2900万円となった。議決案件

のため、議会で承認後、本契約と

なる。工期は21年３月まで。同年

４月の供用開始を目指す。（関連

６面）

　整備場所は、同市赤崎町字生形

地内。後の入川と赤崎グラウンド、

海側の主要地方道大船渡綾里三陸

線、山側の新道に囲まれたエリア。

市が防災集団移転促進事業跡地な

どをメーンに買い取った用地で、

全体面積は約４㌶となっている。

　交流ゾーンは主に、120㍍×120

㍍のクレイ舗装部分１万4400平方

㍍と、その周囲の砂利舗装部分２

万2825平方㍍で構成。このほか、

進入路３カ所、歩行者進入路３カ

所、フェンスも設置される。

　設計は、菊池

技研コンサルタ

ントが担当し

た。

　市では整備エ

リアについて、

スポーツをはじ

め、市民コミュ

ニティーの場と

して地域の祭り

や復興市など多

様なイベントで

活用を図ってい

きたい考えだ。

　大槌町は、震

災で喪失し仮設

で対応してい

た、町保健セン

ターの本設を計

画。４日付で建

築工事を建築、

設備、外構工事

一括で公告し

た。参加申請書

の提出期限は19

日。入札は26日

を予定してい

る。工期は、21

年２月末までとなっている。（関

連７面）

　建設場所は、同町町上町１の６。

役場庁舎隣に敷地面積618.581平

方㍍を確保し整備する。

　保健センターの規模は、軽量鉄

骨造平屋建てで、床面積は391.60

平方㍍。施設内には事務室、授乳

室、相談室、診察室、調理実習室、

会議室、多目的ホール、書庫・倉

庫が設置される。

　施設の基本・実施設計は、角舘

稲葉設計事務所が担当した。

　町の保健センターは震災前、中

心市街地の須賀町分庁舎を活用し

各種検診などを行っていたが、津

波で被災。震災後は寺野地区や、

16年度からは役場庁舎敷地内に仮

設の施設を設け、保健事業に取り

組んできた。

　役場庁舎敷地内にある仮設保健

センターについては、21年３月に

解体業務を委託する見通しだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　金ケ崎町は、町道荒巻・南荒巻

線の改良を計画している。三ケ尻

荒巻地区の用地については、企業

誘致に向けて開発が構想されてお

り、用地に接する同線の交通量が

増加することを想定して改良を図

る。今年度は、測量設計を予定し

ている。

　改良を計画するのは、国道４号

の勘九郎東交差点とＪＲ東北本線

の清水端踏切の間の150㍍程度の

区間となる。現在の路線は、２車

線は確保しているものの歩道が設

けられていない状況となってい

る。

　150㍍区間を拡幅し、北側に幅

員2.5㍍の歩道を設置するほか、

線形も改良。舗装については、調

査の結果次第で路盤の入れ替えも

検討する構えで、道路規格自体を

上げる見通しでいる。

　町の一般会計補正予算には、測

量設計委託料として1200万円を盛

り込んだ。今年度は測量設計を進

める。

　21年度は、用地買収を進めると

ともに工事も実施したいとしてい

る。施工は、予算次第だが単年度

で終える方向で検討している。

　新たに企業誘致に向け用地開発

を構想するのは、荒巻・南荒巻線

や国道４号、ＪＲ東北本線、県道

広瀬三ケ尻線に囲まれた個所。か

つて土日ジャンボ市金ケ崎店が立

地していた場所となる。

　金ケ崎地区の国道４号では、４

車線化に向けた事業が進む。４車

線化に伴い荒巻・南荒巻線では、

交差点改良も将来的に検討されて

いる。

改良を計画する荒巻・南荒巻線

県大船渡地域振興センター　　　

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは４日付で、総合評価

落札方式で実施する蛭潟地区災害

関連緊急治山工事を公告した。入

札参加希望者は入札参加申請書を

電子入札システムにより19日正午

までに提出すること。入札は26日

を予定している。

▽蛭潟地区災害関連緊急治山工事

（簡易２型）

施行地　大船渡市日頃市町字蛭潟

地内

工　期　2021年２月12日まで

工事内容　治山土工１式、山腹基

礎工924.9㎡、山腹緑化工48.2㎡、

仮設工１式

予定価格　2441万円

入札参加資格　法面処理工事資格

者で、岩手県内に建設業法に基

づく主たる営業所を有するこ

と。吹付工に従事する技術者お

よび作業員の２分の１以上は自

社（連結決算会社または専ら自

社の下請けを行っている完全協

力会社を含む）雇用の者を配置

できること

参加申請書の受付　2020年８月19

日正午まで

入札予定日時　2020年８月26日17

時まで

開札予定日時　2020年８月27日13

時

………………………………………

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは４日付で、条件付一

般競争入札で実施する二級河川立

根川筋宮田地区ほか河川区域内土

地所有者調査業務委託を公告し

た。入札参加希望者は入札参加申

請書を電子入札システムにより19

日正午までに提出すること。入札

は31日を予定している。

▽二級河川立根川筋宮田地区ほか

河川区域内土地所有者調査業務

委託

施行地　大船渡市立根町字宮田地

内ほか

期　限　128日間

業務内容　資料調査８

入札参加資格　補償関係コンサル

タント業務に登録され土地調査

を申請業務としている者で、沿

岸広域振興局（大船渡地区）の

区域に本店または営業所（岩手

（７面へつづく）

左側が赤崎グラウンド。手前がスポーツ交流ゾーンになる
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